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４月１５日（土）、農産物直売所が中井中央公園内にオープン！
この日は、地元で採れる新鮮な農産物を求めて、約１，０００人の来場があり、掘りたてのたけのこ等
を補充するなど、用意されていた農産物が完売となる大盛況のオープン初日となりました。
なお、直売所は毎週土曜・日曜日に開店しています。
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４
月　

日
（
土
）、
中
井
中
央
公
園
に
新
た
な
顔
が
誕
生

１５

し
ま
し
た
。
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
特
産
物
等

を
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
が
、
中
井
町
野
菜
直
販
組
合

や
中
井
町
商
工
振
興
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
多
目
的
広
場

駐
車
場
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

直
売
所
は
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
に
開
店
し
、
休
憩
所
も

併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
野
球
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
な
ど
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

農
産
物
直
売
所

農
産
物
直
売
所　
農
産
物
直
売
所　

�開店日　毎週土曜・日曜日

�時　間　１１：００～１５：００　４月～６月　
　　　　　　　１０月～３月

　　　　　１１：００～１６：００（７月～９月）

�場　所　中井中央公園内

�販売品　地元で採れた新鮮な農産物
　　　　　地元野菜を使った特産物
　　　　　国産地粉を使った麺製品
　　　　　ジュース、お菓子　など

経
済
課　

商
工
観
光
班

�（
８
１
）３
９
０
２

問合せ

野菜直販コーナー

直
売
所
に
名
前
を　
　
　

　
　

付
け
て
く
だ
さ
い
�

　　

直
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

投
函
箱
に
、「
直
売
所
の
愛
称
、

投
函
者
の
住
所
・
氏
名
」
を
記
入

し
て
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

募
集
期
限

　
　

平
成　

年
６
月
末
日

１８

� ������������������������������������

� ������������������������������� ������������������������������

（ ）
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３
月　

日
（
水
）、
町
内
３
カ
所
の
畑
で
お
茶

２２

の
苗
の
植
え
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。町
で
は
、

荒
廃
農
地
の
解
消
と
将
来
の
安
定
し
た
農
業
経

営
の
定
着
を
目
指
し
、
新
し
い
農
作
物
の
導
入

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
ほ

か
の
農
作
物
と
比
べ
て
収
益
性
が
高
く
、
栽
培

労
力
が
少
な
く
て
済
む
お
茶
栽
培
に
着
目
し
、

農
家
の
代
表
者
や
Ｊ
Ａ
あ
し
が
ら
、
県
、
町
な

ど
で
構
成
す
る
中
井
町
茶
業
振
興
研

究
会
を
平
成　

年
９
月
に
発
足
し
、

１７

具
体
的
な
導
入
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
そ
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
同
研
究
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
、
農
家
３
軒
が
町
内
初
の
お
茶
栽

培
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
植
え
付
け
に
は
、
農
家
の
人
の

ほ
か
、
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
約　
３０

人
が
支
援
参
加
し
、
合
計
約　

ア
ー

５４

ル
の
畑
に
１
万
本
の
や
ぶ
き
た
茶
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
機
械
に
よ
る
収

穫
は
３
〜
４
年
後
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
茶
畑
を
お
茶
栽
培

の
本
格
的
導
入
の
足
掛
か
り
と
し

て
、
将
来
的
に
は
栽
培
農
家
を
増
や

し
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
茶
お
茶
お
茶

〜
地
域
農
業
活
性
化
へ
の
第
一
歩
〜　

経
済
課　

農
政
班　

�（
８
１
）３
９
０
２

問合せ

ポジティブリスト　
制度とは…　

ポジティブリスト　
制度とは…　

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ

り
、
残
留
農
薬
基
準
の
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
」
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
同
制
度
が
施
行
さ

れ
る
平
成　

年
５
月　

日
か

１８

２９

ら
、
す
べ
て
の
農
薬
に
残
留
農

薬
の
基
準
値
が
定
め
ら
れ
、
こ

れ
を
超
え
る
農
産
物
の
流
通
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

農
薬
の
適
正
使
用
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
周
り
の
畑
等
の
作

物
へ
農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ

う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

�食品への農薬残留については、
食品衛生法により残留基準値が
設定されています。

�ポジティブリスト制度とは、残
留基準値の設定されていない農
薬が一定量以上含まれる食品の
流通を禁止する制度です。（平成
１８年５月２９日施行）

�一定量とは「人の健康を損なう
おそれのない量として厚生労働
大臣が定める量」として、０．０１
ｐｐｍとされています。（ｐｐｍは
１００万分の１を示す単位です）

①
風
の
な
い
時
を
選
ん
で
散
布
す
る

②
散
布
の
位
置
と
方
向
に
注
意
す
る

③
散
布
機
の
圧
力
と
風
量
は
適
切
に

④
不
要
な
噴
霧
を
止
め
る

⑤
飛
散
の
少
な
い
ノ
ズ
ル
を
使
用
す
る

⑥
遮
蔽
シ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る

⑦
よ
り
飛
散
し
に
く
い
農
薬
を
使
用
す
る

⑧
決
め
ら
れ
た
農
薬
の
使
用
方
法
を
守
る

⑨
散
布
器
具
を
使
用
し
た
後
は
洗
浄
す
る

経
済
課　

農
政
班　

�（
８
１
）３
９
０
２

問合せ
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平
成　

年
５
月　

日
に
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に

１６

２１

関
す
る
法
律
」
が
成
立
、
同
月　

日
に
交
付
さ
れ
、
平
成　

年

２８

２１

５
月
ま
で
に
裁
判
員
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
裁
判
員
と
し
て
刑

事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有

罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

 

導
入
の
理
由

　

国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判

が
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
も
の

と
な
り
、
法
律
の
専
門
家
で
は

な
い
人
た
ち
の
感
覚
が
裁
判
の

内
容
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
制
度

裁
判
員
制
度　
裁
判
員
制
度　

 

裁
判
員
の
仕
事
や
役
割

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
次
の
よ
う

な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
①
公
判
に
出
席
す
る

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と

一
緒
に
、
刑
事
事
件
の
審
理
（
公
判
と

い
い
ま
す
。）に
出
席
し
ま
す
。公
判
は
、

で
き
る
限
り
連
続
し
て
開
か
れ
ま
す
。

　

公
判
で
は
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ

た
物
や
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証

人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ

ま
す
。
裁
判
員
か
ら
、
証
人
等
に
質
問

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
②
評
議
、評
決
を
す
る

　

裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ

き
事
実
を
認
定
し
、
被
告
人
が
有
罪
か

無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑

に
す
る
べ
き
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に

議
論
し
（
評
議
）、
決
定
す
る
（
評
決
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

議
論
を
尽
く
し
て
も
、
全
員
一
致
の

結
論
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
評
決
は
、

多
数
決
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

そ
の
多
数
意
見
に
は
、
裁
判
官
、
裁
判

員
の
そ
れ
ぞ
れ
１
人
以
上
の
賛
成
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁
判

員
の
意
見
は
、
裁
判
官
と
同
じ
重
み
を

持
ち
ま
す
。

裁判員の選ばれ方
裁判員は、衆議院議員の選挙権を有する人
（２０歳以上）の中から選ばれます。　　　　

①裁判員候補者名簿を作成します。
　選挙権のある人の中から、翌年の裁判員候
補者となる人を毎年くじで選び、裁判所ごと
に裁判員候補者名簿を作ります。名簿に載っ
た人には連絡がいきます。

�
②事件ごとにくじで、裁判員候補者が選ば
れます。
　事件ごとに、①の名簿の中からくじでその
事件の裁判員候補者を選びます。選ばれた人
には、裁判所に来てもらう日時等をお知らせ
します。

③裁判所で、候補者の中から裁判員を選
ぶための手続が行われます。
　裁判長から、事件との利害関係の有無、不
公平な裁判をするおそれの有無、辞退希望の
有無や理由などについて質問されます。検察
官や弁護人は、裁判長の質問の結果などをも
とに、裁判員候補者から除外されるべき人を
指名することができ、指名された人は候補者
から除外されます。

�
④裁判員が選ばれます。
　除外されなかった候補者の中から、裁判員
が選ばれます。

これまでの刑事裁判　
裁判官３人　

裁判員制度が導入されると…　
裁判官３人＋裁判員６人　



5　広報なかい5月号

③
判
決
宣
告

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
裁

判
長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま
す
。

　

裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
判
決
の

宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。

 

裁
判
員
制
度
の

 

対
象
と
な
る
事
件

　

裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な
る
事
件

は
、
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の

よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

②
強
盗
が
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る

い
は
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強
盗
致

死
傷
）

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
死

亡
さ
せ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）

④
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
自
動

車
を
運
転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ

せ
た
場
合
（
危
険
運
転
致
死
）

⑤
人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し
た
場

合
（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

⑥
身
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐

し
た
場
合
（
身
代
金
目
的
誘
拐
）

⑦
子
供
に
食
事
を
与
え
ず
、放
置
し
て
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任
者
遺

棄
致
死
）

Ｑ.

裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
辞
退
で
き

な
い
の
で
す
か
。

Ａ.

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て

辞
退
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、　

歳
以

７０

上
の
人
や
学
生
、
重
い
病
気
や
介
護
な

ど
の
一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
申
し
出
を
し
て
、
裁
判
所

か
ら
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
れ
ば
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

Ｑ.

仕
事
が
忙
し
い
の
で
す
が
、
辞
退
で

き
ま
せ
ん
か
。

Ａ.

仕
事
が
忙
し
い
と
い
う
だ
け
の
理

由
で
は
、
辞
退
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
重
要
な
仕
事
が

あ
り
、
あ
な
た
自
身
が
処
理
し
な
け
れ

ば
、
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
と
裁
判
所

が
認
め
た
場
合
の
み
、
辞
退
が
認
め
ら

れ
ま
す
。 

Ｑ.

法
律
を
知
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
か
。

Ａ.

裁
判
員
は
、
事
実
が
あ
っ
た
か
な
か

っ
た
か
を
判
断
し
ま
す
。
裁
判
員
の
仕

事
に
必
要
な
「
法
律
に
関
す
る
知
識
」

や
「
刑
事
裁
判
の
手
続
」
に
つ
い
て
は
、

裁
判
官
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
の
で
、

心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ.

裁
判
員
に
な
っ
た
ら
、
何
日
く
ら
い

裁
判
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
か
。

Ａ.

そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
内
容
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
一
概
に
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
多
く
は
数
日
間
で
終
わ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
事
件
に
よ
っ
て

は
、
も
う
少
し
時
間
の
か
か
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ.

裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ.

裁
判
員
の
名
前
や
住
所
な
ど
は
公

に
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
評
議
の
際
に
ど
の

裁
判
員
が
ど
ん
な
意
見
を
述
べ
た
か

も
、
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

事
件
に
関
し
て
裁
判
員
に
接
触
す
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
員
や
そ

の
家
族
に
対
し
、
威
迫
行
為
を
し
た
者

に
は
、
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
裁
判
員
や
そ
の

親
族
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
裁
判
員
の
関
与
が
非
常
に
難
し

い
よ
う
な
ご
く
例
外
的
な
事
件
に
つ
い

て
は
、
裁
判
員
が
加
わ
ら
ず
裁
判
官
だ

け
で
裁
判
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ.

裁
判
員
に
な
っ
て
仕
事
を
休
ん
だ

た
め
に
、
会
社
を
解
雇
さ
れ
た
り
し
ま

せ
ん
か
。

Ａ.

裁
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
休
み
を

と
る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
労
働
基
準
法
７
条
）。
ま
た
、
裁
判

員
と
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由

に
、
解
雇
な
ど
の
不
利
益
な
扱
い
を
す

る
こ
と
は
法
律
が
禁
止
し
て
い
ま
す

（
裁
判
員
法　

条
）。

７１

Ｑ.

裁
判
員
（
候
補
者
）
に
な
っ
た
ら
、

日
当
や
交
通
費
は
も
ら
え
ま
す
か
。

Ａ.

裁
判
所
に
来
て
い
た
だ
く
日
の
日

当
や
交
通
費
の
ほ
か
、
裁
判
所
か
ら
家

が
遠
い
な
ど
の
理
由
で
宿
泊
を
要
す
る

場
合
は
宿
泊
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
具

体
的
な
金
額
は
、
今
後
最
高
裁
判
所
規

則
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

裁
判
員
制
度

裁
判
員
制
度　

裁
判
員
制
度　

� ���������������������������������������������������������������������������������

� ���������������������������������������������������������������������������������
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自

治

会

比

奈

窪

松

本

下

松

本

上

岩

倉

雑

色

鴨

沢

古

怒

田

半

分

形

大

久

保

遠

藤

五

所

ノ

宮

北

田

久

所

藤

沢

境

原

本

境

境

別

所

下

井

ノ

口

北

窪

宮

向

宮

前

宮

上

宮

原

葛

川

砂

口

遠

藤

原

五

分

一

自

治

会

長

安
田　

渉

小
澤
重
之

加
藤
信
義

長
谷
山　

丸

城
所
英
二

野
地
正
之

小
島
幸
雄

関
野
勝
實

金
子　

毅

野
田
衛
弘

小
澤　

清

田
中　

満

成
川
孝
男

岸　

正
夫

関
野
正
巳

相
原
孝
直

及
川
保
雄

宮
川
重
雄

近
藤
熙
一

尾
上
仁
郎

砂
原
幸
男

加
藤
尹
彦

松
本
尚
眞

北
野
義
信

大
原
好
文

原　

賢
司

濱　

康
永

副
自
治
会
長

城
所　

正

山
口
純
一

小
林
敏
男

大
川
周
次

瀬
戸
静
夫

須
藤
金
治

早
野
寿
男

池
谷
茂
雄

曽
我
武
雄

真
角
善
作

幾
田　

満

榎
本
文
男

勝
亦
誠
一

細
野
政
芳

井
上　

勲

相
原
勝
男

相
原
孝
行

松
本
忠
雄

大
島　

功

植
木
年
男

西
田
春
美

西
村
信
男

吉
本
明
弘

高
橋
征
喜

大
原
由
紀
雄

原　

恒
司

西
山
英
志

生
活
環
境
委
員

倉
橋
純
二

小
沼
喜
代
治

大
木　

實

加
藤
正
人

山
口
好
和

須
藤
金
治

小
島　

章

関
谷　

満

諏
訪
部　

清

野
川　

進

大
澤　

誠

橘
川
和
雄

金
子
満
義

相
原
久
雄

相
原
信
一

櫻
井
岑
生

小
泉
寅
男

諸
星
武
男

尾
上
輝
美

諸
橋
美
知
子

飯
塚
信
行

市
村
千
秋

二
宮
章
悟

村
上
克
彦

五
十
嵐
功
一

山
口
誠
一

星
野　

裕

生
産
組
合
長

城
所
義
昌

曲
渕
孝
一

小
嶋 

治

稲
毛
幸
夫

倉
橋
祐
二

広
澤
瀧
男

石
井
育
臣

諸
星
保
延

金
子　

健

重
田
啓
治

一
寸
木
文
夫

榎
本
浩
二

杉
山
幸
雄

平
井
叶
由

相
原
栄
司

相
原
久
元

及
川
幸
夫

松
本
光
夫

尾
上
弘
司

小
清
水
利
夫

岩
本
正
美

岩
本
良
平

山
口
榮
次

│
│
│
│

多
田
伸
治

山
口
秀
俊

林　

芳
明

ス
ポ
ー
ツ
振
興
員

城
所
角
秋

小
澤
和
夫

山
口
千
秋

大
川
克
明

倉
橋
良
一

野
地
俊
光

早
野
正
文

加
藤
丈
之

石
塚
裕
一

重
田
国
啓

一
寸
木　

豊

小
川　

信

鈴
木
重
一

成
川　

厚

井
上
由
多
加

相
原
貴
弘

小
泉
信
行

清
水
広
行

大
庭
弘
明

阿
部　

登

相
原
秀
和

海
野
範
幸

湯
山
弘
司

松
宮
保
雄

大
原　

勉

村
山　

明

宮
川　

保

青
少
年
指
導
員

城
所
隆
一

小
澤
久
雄

山
口
悦
子

稲
毛
義
博

柏
木　

勲

山
崎
幸
夫

早
野
勝
俊

関
野
勝
明

金
子
尚
弘

時
廣
英
二

荘
司
秀
樹

市
川
き
よ
み

加
藤　

一

大
山
定
男

石
井　

寛

相
原　

尚

小
泉
吉
明

須
藤
信
行

野
田　

顕

志
村
鉄
也

松
田　

勉

古
宮
祐
二

熊
谷　

孝

高
橋
征
喜

多
田
千
里

山
口
治
男

國
谷
篤
之

生
涯
学
習
推
進
員

権
守
宏
司

小
澤　

久

上
原
武
雄

大
川
周
次

瀬
戸
静
夫

野
地
正
男

早
野
寿
男

池
谷
茂
雄

曽
我
武
雄

渕
脇
三
郎

井
手
ノ
上
和
美

榎
本
文
男

橋
本
眞
二

宮　

俊
幸

相
原　

隆

相
原
正
克

及
川　

清

松
本
忠
雄

浅
野
錦
一

高
橋
義
夫

松
野
英
夫

西
村
信
男

古
宮
節
子

太
田
満
生

長
島
俊
彦

原　
　

清

西
山
英
志

健
康
普
及
員

倉
橋
恵
子

斉
藤
順
子

山
口
と
よ
子

大
川
冨
美
子

瀬
戸
富
美
江

三
宮
さ
つ
き

大
舘
繁
子

篠
島
美
代
子

金
子
美
智
子

石
塚
明
子

鈴
木
夏
代

小 

直
子

松
本
喜
久
江

森　
　

睦
美

相
原
和
子

奥
津
あ
き
子

小
泉
静
子

平
塚
真
代
美

谷
中
幸
子

山
口
幸
子

北
澤
幸
子

信
國
由
紀
子

高
橋
道
子

太
田
章
子

渡
辺
み
ど
り

中
村
佐
枝
子

吉
岡
承
子
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平成１８年度　自治会役員名簿（敬称略・平成１８年４月１日現在）



7　広報なかい5月号

人事異動のお知らせ（敬称略・平成１８年４月１日）

 

中
井
町
情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況

　

町
が
保
有
す
る
公
文
書
を
み
な
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
情
報
公
開

制
度
の
平
成　

年
度
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１７

●
公
開
請
求
件
数　

５
件

●
公
開
状
況

　

ま
た
、
町
が
保
有
す
る
自
分
の
個
人
情
報
（
自
己
情
報
）
の
開
示
等
を
求
め

る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
平
成　

年
度
利
用
状
況
は
、
３
件
の
簡
易
開
示
の
請

１７

求
が
あ
り
、
請
求
者
へ
請
求
者
ご
自
身
の
個
人
情
報
を
開
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
推
進
す
る
た
め
、
本
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

中
井
町
情
報
公
開
制
度
の
利
用
方
法

　

公
開
請
求
の
手
続
き
は
、
役
場
庁
舎
２
階
の
庶
務
課
の
情
報
公
開
窓
口
に
お

い
て
、
備
え
付
け
の
公
文
書
公
開
請
求
書
に
必
要
と
す
る
公
文
書
名
等
を
記
入

し
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

請
求
後　

日
以
内
に
公
開
可
能
か
ど
う
か
ご
連
絡
し
ま
す
。
公
開
決
定
と
な

１５

っ
た
場
合
は
、
情
報
公
開
窓
口
に
お
い
て
公
文
書
の
閲
覧
又
は
写
し
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　役場職員（主幹級以上の異動職員等）

▼異動職員　（　）内は旧任、＊は昇格
　部 長 級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総務部長 早野　　茂（企画課長）＊

　課 長 級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
企画課長 星野　武夫（庶務課長）
庶務課長 原田　　誠（税務課長）
税務課長 小清水利夫（町民課長）
町民課長 尾上　輝美（上下水道課長）
まち整備課長 小泉　久夫（庶務課技幹兼管財班長）＊
上下水道課長 山口　英夫（まち整備課長）

　主 幹 級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
庶務課主幹兼管財班長
　　金子　　豊（経済課主幹兼農政班長）
経済課主幹兼農政班長
　　山本　清和（生涯学習課主幹兼生涯学習班長）
▼新採用
町民課主事補 島田　総司
保健福祉課主事補 河野　雄太

▼退職（３月３１日付）
大川　征治（総務部長）
相原　　稔（井ノ口公民館主幹）
会田とし子（井ノ口保育園保育士）
上原　修二（庶務課自動車運転員）
▼交流職員
神奈川県都市計画課主任主事
　　久保田充則（企画課主任主事）
大井町大井保育園保育士
　　黒田　えみ（井ノ口保育園保育士）

　教職員（校長・教頭等）
▼着任
中村小学校教頭　　木村　峰明（寄小から）
教育委員会充て指導主事
　　石川　純一（県教育局子ども教育支援課から）
▼転任
中村小学校教頭　　杉田　正子（寄小へ）
教育委員会充て指導主事
　　石綿　一弘（県教育局子ども教育支援課へ）

公
開
し
た
も
の

公
文
書
の
一
部
に
個
人
名
等
が
記
載
さ
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
公
開
し
た
も
の

町
が
保
有
し
て
い
な
い
た
め
不
存
在
と
し
た
も
の

３
件

１
件

１
件

庶
務
課
庶
務
班　

�（
８
１
）１
１
１
１

問合せ
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桜
が
咲
き
誇
る
な
か
、
町
内
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園

な
ど
で
入
学
・
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
新
し
い
一
歩
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。
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�
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ご
意
向
に
沿
う
よ
う
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
日
立
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
株
式
会
社

　

小
・
中
学
校
の
教
育
振
興
充
実
の
た

め
に

　

一
金　

三
十
万
円

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

４
月
１
日
（
土
）、
中
井
町
消
防
団

の
団
長
・
副
団
長
任
免
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

加
藤
明
義
前
団
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
消
防
・

防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
新
団
長
・
副
団
長
（
敬
称
略
）

　

団　

長　

及
川　

春
男
（
境
別
所
）

　

副
団
長　

加
藤　
　

守
（
久
所
）

　

副
団
長　

半
田　

晴
夫
（
宮
原
）
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４
月
９
日
（
日
）
蓑
笠
神
社
で
、

例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
昨
年
の
例
大
祭
に
引
き
続
き
、

相
模
人
形
芝
居
下
中
座
に
よ
る
人

形
浄
瑠
璃
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
山
車
や
子
ど
も

神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
や
地
元
の
同
好
会
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
の
余

興
も
行
わ
れ
、
と
て
も
に
ぎ
や
か

な
例
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。

��������	
��

���������	
��

��������	
���

��������	
���

��������	
���

���������	
��

����������	��
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３
月　

日
（
日
）
中
井
中
学
校
体

２６

育
館
で
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
演

劇
「
親
指
こ
ぞ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
演
劇
は
、
見
る
お
芝
居
と

は
違
い
、
耳
で
聞
い
て
頭
の
中
で
見

る
と
い
う
、
そ
の
特
質
し
た
演
劇
ス

タ
イ
ル
が
話
題
を
呼
び
、
世
界
各
地

で
上
演
さ
れ
た
人
気
作
品
で
す
。

　

劇
場
に
入
る
と
、中
は
真
っ
暗
で
、

客
席
代
わ
り
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

は　

台
の
ベ
ッ
ド
。
観
客
は
ベ
ッ
ド

５０
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
物
語
を
聞
き
ま

す
。
す
る
と
物
語
に

合
わ
せ
て
様
々
な
音

の
演
出
が
あ
り
、
時

に
は
劇
場
全
体
が
揺

れ
た
り
し
ま
す
。

　

観
覧
し
た
方
々

は
、
頭
の
中
に
広
が

っ
て
く
る
物
語
の
世

界
に
、
自
分
が
入
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
か

の
よ
う
な
不
思
議
な

感
覚
に
な
り
、
こ
の

演
劇
の
醍
醐
味
を
体

験
し
、
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
と
文
化
に
育
ま

れ
た
こ
の
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま

ち
が
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
り
生
活
圏
が

広
が
っ
た
現
在
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
は
ひ
と
つ
の
行
政
区
域
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
小
田
原
市
と
足
柄
上
地
区
と
が
一
つ

の
生
活
圏
と
し
て
連
携
す
る
「
あ
し
が

ら
広
域
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
つ
く
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
お
互

い
の
住
民
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
広
域
的
な
行
政
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
の
一
体
感
を
生
み
出
し
、
都
市
機

能
の
強
化
や
地
域
の
活
性
化
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

あ
し
が
ら
広
域
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
次
の
と
お
り
設
立
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
き
ま
す
。
あ
し
が
ら
に
吹
く
新
し
い

風
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

　

小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
中
井
町
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
の
２

市
５
町
で
は
、
今
年
６
月
に
（
仮
称
）
あ
し
が
ら
広
域
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し

ま
す
。
豊
か
な
潤
い
と
恵
み
を
も
た
ら
す
母
な
る
酒
匂
川
を
軸
に
、
足
柄
平
野
と
そ

れ
を
と
り
ま
く
周
辺
の
地
域
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

企
画
課　

企
画
調
整
班　

�（
８
１
）１
１
１
２

問
合
せ

�日　時　６月５日（月）１４：００開演
�場　所　大井町中央公民館ホール
　　　　　（大井町役場隣）
�内　容
　設立記念式典
　郷土芸能披露
　基調講演　
　　講師　高木勇夫（常磐大学学長）
　　テーマ「あしがらの活性化と広域連携」
　パネルディスカッション
　　　コーディネーター　高木勇夫
　　　　　　　　　　　（常磐大学学長）
　　　パネリスト　各市町の商業者、住民

の代表
�定　員　４３０人
�入場料　無料

 あしがらの新たな連携、スタート！
～あしがら広域圏ネットワーク設立とフォーラムの開催～
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下
井
ノ
口
自
治
会
５
組　

軒
で
は
、　

年
以

１２

３５

上
毎
月
一
回
連
絡
会
や
食
事
会
等
を
男
女
で
行

っ
て
お
り
、
前
号
の
大
野
雅
彦
さ
ん
も
そ
の
仲

間
の
一
人
で
す
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
井
ノ

口
な
が
ら
、
就
職
後　

年
以
上
プ
ラ
ン
ト
の
建

３０

設
で
福
島
、
宮
城
、
新
潟
と
、
こ
の　

年
は
週

１０

の
半
分
以
上
が
青
森
県
人
で
あ
り
、
組
の
連
絡

会
が
数
少
な
い
地
元
情
報
源
で
す
。

　

一
方
、
毎
月
こ
の
欄
で
は
、
仕
事
や
結
婚
等

で
日
本
中
か
ら
こ
の
町
に
移
っ
て
来
ら
れ
た
方

々
に
よ
る
町
の
生
活
発
展
に
向
け
た
多
彩
な
交

流
と
活
躍
が
紹
介
さ
れ
、
感
心
す
る
と
と
も
に

人
間
同
士
の
交
流
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
水
と
緑
と
一
層
安

全
な
町
作
り
に
世
界
中
か
ら
多
く
の
方
が
来
ら

れ
、
ま
た
こ
こ
で
育
っ
た
若
者
が
世
界
で
活
躍

し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

���

題名「藤の花」
大野優子（久所）
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好
き
な
こ
と　

記
録
写
真

機
械
い
じ
り

ゴ
ル
フ

鉄
道
の
旅

 
山  
口  
伸 
一
   

さ
ん

や
ま 
ぐ
ち 
し
ん 
い
ち

（
下
井
ノ
口
）
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練
習
日
：
毎
週
土
、
日
、
祝
日

会　

長
：
早
田　

誠

問
合
せ
：
原　

�（
８
１
）５
７
０
８

　

私
た
ち
の
会
は
、
神
奈
川
県
食
生
活

改
善
推
進
団
体
い
く
み
会
の
会
員
（
中

井
町
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
の

受
講
修
了
者
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
を
通
し
て
、
地
域
の
中
で
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、
現
在
の
会
員
数
は　

名
で
す
。

５８

主
に
、
食
育
（
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
幼
児
期
に
望
ま
し
い
食
習
慣
を
つ

け
る
）の
推
進
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
活
動
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
の
う
ど
ん
・
団
子
作
り
や

お
菓
子
作
り
教
室
、
ふ
れ
あ
い
料
理
教

室
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
方
と
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
食
育
の
推
進
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
毎
年
、
美
・
緑
な
か
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
手
作
り
か
り
ん
と
う
が

大
変
好
評
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
協
力
事
業
と
し
て
、
３
歳
児
健
診

で
の
お
や
つ
や
骨
粗
鬆
症
予
防
講
座
で

の
一
品
料
理
の
試
食
・
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
、

親
と
子
の
食
育
教
室
、
機
能
訓
練
会
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー
の
方
々
と
の

料
理
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
と
心
に
良
い
食
生
活
は
、実
践
し
、

継
続
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。「
お
い

し
く　

楽
し
く　

よ
り
健
康
に
」
を
合

言
葉
に
、
ご
一
緒
に
参
加
し
て
、
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
団
体
に
関
す
る
問
合
せ

　
　

中
村
美
恵　

�（
８
１
）２
７
３
０

�
�
�
��

�
�
��

�
	


�
�

﹇
中
井
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
い
く
み
会 
中
井
支
部
）﹈

会
長　

中
村　
美
恵
（
遠
藤
）

２／１９（日）第５回いこいの村あしがら杯優勝

ボランティア活動や町事
業への協力など、地域で
活躍している団体を紹介
します。

Ｖｏｌ．1

　

掲
載
を
希
望
す
る
団
体
は
、
企
画
課
企
画
調
整
班

　
　
　
　

�（
８
１
）１
１
１
２
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ｃ
中
井
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
会
員　

名
、
主
に
町
内

５０

の
子
ど
も
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。一
年
を
通
し
て
、

中
村
小
学
校
、
井
ノ
口
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ド
リ
ブ

ル
や
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
基
本
練
習

か
ら
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
実
践
練
習

ま
で
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

日
々
の
練
習
、
試
合
を
重
ね
て
い
く

う
ち
に
、
高
学
年
と
も
な
る
と
自
分
で

状
況
を
判
断
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
体
力
、
精
神
力
共
に
た
く
ま
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
年
。
コ

ー
チ
を
は
じ
め
役
員
・
保
護
者
一
同
、

Ｆ
Ｃ
中
井
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
緒
に
夢
と
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
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V ｏｌ．1● 
掲
載
申
込
方
法
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平成１８年４月１日現在（前月比）

世帯数　　３，２５７世帯（＋２９）

人　口　 １０，１５０人　（＋１）

　男　　　５，１６０人　（＋８）

　女　　　４，９９０人　（－７）

　　固 定 資 産 税　　　第１期分
　　軽 自 動 車 税　　　

納期限は５月３１日（水）です

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください

問合せ
　
税務課　町税班・資産税班　�８１－１１１３

「新・屋久島の不思議な物語」
 松  田  高 明   （秀作社出版）
まつ だ たか あき

ユネスコの世界自然遺産に登録されてい
る屋久島。その神秘的な自然を舞台に繰
り広げられる数々の不思議な物語。その
土地の風習はこのような物語によって永
く受け継がれていく。「海神の祟り」「幻蝶
の谷」など、自然への畏敬の念が薄れた
人間の心にひしひしと伝わる全１６話。

「ミス・ジャッジ」
 堂  場  瞬 一   （実業之日本社）
どう ば しゅん いち

大リーガーとなった日本人投手と、審
判員との確執。一球がシーズンを左右
する勝負の世界を描く野球と人生のド
ラマ。書き下ろし長編
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　レシピ１３

■材料（５人分）
もやし ５０ｇ
キャベツ １００ｇ
細ねぎ １５ｇ
ちりめんじゃこ ２０ｇ
桜えび １０ｇ 

　　小麦粉 ８０ｇ
　　スキムミルク ２５ｇ
　　卵 １個
　　水 １／２カップ
　　中濃ソース 少々
サラダ油 少々

■一人分の栄養価
エネルギー １３０ｋｃａｌ
たんぱく質 ８．２ｇ
脂質 ３．４ｇ
カルシウム ２０２ｍｇ
塩分 ０．３ｇ
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■作り方
　
① もやしはひげを取って、キャベツは繊切
り、細ねぎは小口切りにする。

　
② ボールにＡを入れ、よく混ぜ、①とちり
めんじゃこ、桜えびを入れて、さらに混
ぜる。

　
③ ホットプレートに少量のサラダ油をし
き、②を食べやすい大きさに焼く。

　ひとくちメモ　
●幼児から大人までカルシウムたっぷり！
　ぜひ作ってみましょう。
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Ａ

※本誌は古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。


